
 
  

 

 

第６回 福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議 

 

 

 

日  時：令和７年４月 25 日（金）16 時 00 分～ 

開催方法：ハイブリッド形式（ｵﾝﾗｲﾝ・現地会場） 

現地会場：TKP エルガーラホール ７階 多目的ホール２ 

 

 

１．開 会 

 

 

２．オンデマンド交通社会実験 

「チョイソコふくおかエリア③中央区・城南区」分析等について （資料４） 

 

 

３．生活交通に関する取組み状況について（資料５） 

 

 

会議資料 

  資料１ 福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議 委員名簿 

  資料２ 福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議に関する要綱 

  資料３ 福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議における 

議事等の取扱いについて 

  資料４ 説明資料（オンデマンド交通社会実験「チョイソコふくおかエリア③中央区・城南区」分析等について） 

  資料５ 説明資料(生活交通に関する取組み状況について) 



 

 

福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議 委員名簿 

 

 

 

 氏 名 役 職 名 備 考 

委員 辰巳 浩 福岡大学 

理事・工学部長 

委員長 

委員 萩島 理 

 

九州大学 

大学院総合理工学研究院  

副学長・教授 

副委員長 

委員 藤田 和子 

 

公認会計士・税理士 

 

 

 

委員 小林 由希子 市民局 

コミュニティ推進部長 

 

委員 松岡 淳 住宅都市みどり局 

都市計画部長 

 

（令和７年４月１日現在） 

資料１ 



福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議に関する要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、福岡市オンデマンド交通社会実験において、取組みの検証や課題

を踏まえた方向性等について、広く専門的かつ客観的な視点から意見を聴くため、福

岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議（以下「会議」とい

う。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（委員の選任） 

第２条 会議は専門的な知識又は経験を有する者、その他市長が必要と認める者から市長が

委嘱した委員５名で組織する。 

（会議の目的） 

第３条 会議では、次に掲げる事項について、委員から意見を聴取する。 

(1) 取組みの検証や課題を踏まえた方向性等に関すること。 

(2) その他事業の推進に関し必要な事項に関すること。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、その目的を達成する日までとする。 

（会議） 

第５条 市長は、委員の意見聴取を行うため、会議を開催することができる。 

２ 会議は、原則公開とし、傍聴することができる。ただし、議事の内容が、福岡市情報公

開条例第38条ただし書きの規定に該当する場合は非公開とすることがある。 

（委員長及び副委員長） 

第６条 会議では、委員の互選により、委員長及び副委員長を選任する。 

２ 委員長は会議を主宰する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（守秘義務） 

第７条 委員は、その職務に関して知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退い

た後も、また同様とする。 

（解嘱） 

第８条 市長は、やむを得ない事情があると認めるときは、委員を解嘱することができる。 

２ 市長は、前項の規定により委員を解嘱した場合は、専門的な知識又は経験を有する者そ

の他市長が必要と認める者のうちから、新たに委員を選任することができる。 

（事務局） 

第９条 会議の事務局は、住宅都市みどり局都市計画部地域交通課に置く。 

（雑則） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関して必要な事項は、市長が別に定め

る。 

附 則 

この要綱は、令和５年８月 23日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

資料２ 



福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議 

における議事等の取扱いについて 

 
 

福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議に関する要綱第 10 条に

基づき、本会議における議事等の取扱いについて下記のとおり定める。 
 
（１）会議開催等の事前公表 
  会議の名称、開催の日時及び場所、議題、会議の公開又は非公開をあらかじめ公表する。

（福岡市附属機関等の設置及び運営に関する要綱第７条） 
 
（２）会議に関する要綱と委員名簿の公表 
  第１回アドバイザー会議後、要綱と委員名簿を福岡市ホームページにおいて公表する。 
 
（３）議事録・会議資料の取扱い 
  ・原則公表とするが、非公開情報に該当する際は、非公表とする。 

（福岡市情報公開条例第 36 条第２項。以下「公開条例」という。） 
・なお、会議の議事録は、公開条例第７条の各号にある非公開情報の部分を除き公開す

るものとする。 

 

資料３ 









































①住民アンケート ②会員アンケート

0.4

4.5

6.7

14.9

19.2

10.0

10.6

9.8

10.0

7.4

4.5

1.4

0.8

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

無回答
全体(n=511)

男性

24.1％

女性

73.2％

無回答

2.7％

全体(n=261) 

男性

40.3％

女性

56.0％

無回答

3.7％

全体(n=511) 

(2)主な調査結果
5.アンケート調査結果

○回答者の属性

＜性別＞ ＜性別＞

＜年齢＞＜年齢＞

男性が約４割、女性が
約６割となっている。

男性が約２割、女性が
約７割となっている。

65歳以上が約４割、40～64歳が約４割を占める。 65歳以上が約８割、40～64歳が約２割を占める。
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0.4

0.4

6.1

4.6

7.7

3.4

8.8

12.3

21.8

23.0

9.2

1.9

0.4

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

無回答
全体(n=261)



(2)主な調査結果
5.アンケート調査結果

○回答者の属性

20

①住民アンケート ②会員アンケート

10分以上の方が
約４割を占める。

運転している方が約６割、
免許返納者が約1割を占
める。

＜自動車免許・運転の状況＞

＜最寄り駅・バス停までの所要時間＞

運転している方が約２割、免許
返納者が約３割を占める。

10分以上の方が約2割を占める。

＜自動車免許・運転の状況＞
年齢が高くなるにつれ、返納した割合が高い。

＜最寄り駅・バス停までの所要時間＞

免許を持っており

運転している

59.3％

免許を持っているが運

転していない

19.8％

免許を持って

いたことがない

11.2％

免許を

返納した

8.4％

無回答

1.4％

全体(n=511) 

５分未満

50.9％５分以上10分未満

32.5％

10分以上15分未満

12.9％

15分以上20分未満

2.0％

20分以上30分未満

0.0％

30分以上

0.4％

無回答

0.8％

全体(n=511) 

５分未満

29.1％

５分以上

10分未満

34.5％

10分以上

15分未満

24.1％

15分以上

20分未満

6.9％

20分以上30分未満

4.2％
30分以上

1.1％

全体(n=261) 

免許を持っており

運転している

24.5％

免許を持っている

が運転していない

17.2％
免許を持って

いたことがない

23.0％

免許を

返納した

34.9％

無回答

0.4％

全体(n=261) 

100%

48%

29%

13%

41%

27%

4%

9%

20%

30%

2%

24%

52%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満

20～64歳

65～74歳

75歳以上

保有・運転している 保有・運転していない
免許取得したことがない 返納した

[n=1]

[n=58]

[n=55]

[n=145]



①住民アンケート ②会員アンケート

10.8

18.8

22.1

23.7

26.6

10.4

8.0

8.4

9.8

6.1

4.5

4.1

-

1.8

1.4

1.2

0％ 10％ 20％ 30％

７時以前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

外出しない

無回答

全体(n=511)

(2)主な調査結果
5.アンケート調査結果

○回答者の行動

＜外出の時間帯＞ ＜外出の時間帯＞
10時台の割合が最も多く、次いで９時台、８時台、７時台となっている。 10時台の割合が最も多く、次いで９時台、13時台、８時台となっている。
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1.1

5.7

16.5

36.0

39.1

12.3

11.5

17.6

11.9

7.3

4.2

2.7

1.9

0.8

1.1

1.5

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

７時以前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

外出しない

無回答

全体(n=261)



①住民アンケート ②会員アンケート

(2)主な調査結果
5.アンケート調査結果

○回答者の行動

＜買い物頻度＞

＜通院頻度＞

＜買い物頻度＞

＜通院頻度＞

週に２～３日の割合
が約５割、ほぼ毎日
が約３割、週1日が
約２割を占める。

週に２～３日の割合
が約６割、週1日が約
２割、ほぼ毎日が約
１割を占める。

月に１～２日の割合が
約５割、週１日、年に
２～3回が約１割を占
める。

月に１～２日の割合が
約６割、週に２～３日が
約１割、週に1日が約1割
を占める。
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ほぼ毎日

25.0％

週に２～３日

51.5％

週に１日

17.2％

月に１～２日

2.7％

年に２～３回

0.2％

買い物の外出はない

2.2％ 無回答

1.2％

全体(n=511) 

ほぼ毎日

13.0％

週に２～３日

57.9％

週に１日

17.2％

月に１～２日

7.3％

年に２～３回

1.1％

買い物の外出はない

1.9％ 無回答

1.5％

全体(n=261) 

ほぼ毎日

0.4％ 週に２～３日

3.5％

週に１日

10.0％

月に１～２日

51.1％

年に２～３回

14.7％

通院の

外出はない

18.2％

無回答

2.2％

全体(n=511) 

ほぼ毎日

0.0％

週に２～３日

11.5％

週に１日

10.7％

月に１～２日

61.3％

年に２～３回

7.7％

通院の

外出はない

7.7％

無回答

1.1％

全体(n=261) 



①住民アンケート ②会員アンケート

ホームページ

3.1％

チラシ・回覧板

18.4％

公民館だより・自

治協だより

33.3％

市政だより

17.6％

知人

10.7％

その他

8.0％

無回答

8.8％

全体(n=261) 

内容まで知っている

19.6％

見た/聞いたことはあ

るが内容は知らない

29.2％

知らない

50.5％

無回答

0.8％

全体(n=511) 

○チョイソコに関する意見(2)主な調査結果
5.アンケート調査結果 23

「公民館・自治協だより」が約３割を占め、次いで「チラ
シ・回覧板」、「市政だより」が多い。

＜認知度＞

年代別では、20～64歳は、「チラシ・回覧板」の割合が高く、
65歳以上は、「公民館・自治協だより」の割合が高い。

＜知ったきっかけ＞

年代別では、75歳以上は、約6割が「内容まで知っている」 「見た／聞いた
ことはあるが内容は知らない」 、一方で「知らない」と回答したのは約４割。

「内容まで知っている」が約２割、「見た／聞いたことはあるが内容
は知らない」が約３割で、あわせると約5割を占める。

9%

6%

100%

30%

12%

19%

21%

35%

44%

23%

25%

16%

7%

14%

13%

11%

8%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満

20～64歳

65～74歳

75歳以上

ホームページ チラシ・回覧板 公民館・自治協だより

市政だより 知人 その他

[n=1]

[n=57]

[n=51]

[n=128]

20%

17%

23%

25%

37%

34%

100%

56%

46%

40% 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満

20～64歳

65～74歳

75歳以上

内容まで知っている 見た/聞いたことはあるが内容は知らない 知らない 無回答

[n=2]

[n=282]

[n=104]

[n=119]

内容まで知っている 12.2%

見た/聞いたことはあるが
内容は知らない 26.7%

知らない 61.1%

1年目（R5）



①住民アンケート ②会員アンケート
(2)主な調査結果
5.アンケート調査結果 24

＜会員登録・利用有無＞
｢チョイソコふくおか」の内容を知っていると回答した方のうち、
「利用したことがある」、「会員登録はしたが利用したことはない」が約１割、
「会員登録していない」の割合は約8割となっている。

＜未利用の理由＞

＜利用の有無＞

＜利用有×免許保有＞

利用経験者のうち、
「運転していない」「免許取
得したことがない」「返納し
た」の割合が、約８割を占
める。

「今は必要ないが将来的に利用
したい」が約５割、次いで 「運行
曜日が合わない」が約３割を占
める。

利用したことがある

11.0％

会員登録はしたが利

用したことはない

9.0％

会員登録していない

78.0％

無回答

2.0％

全体(n=100) 

利用したことはない

40.2％

利用したことがある

55.6％

無回答

4.2％

全体(n=261) 

運行曜日が合わない

33.3％

運行時間が合わない

21.9％

利用したい目的地がない

21.0％

利用方法がわからない

4.8％

自宅近くに停留所がない

14.3％

今は必要ないが将

来的に利用したい

54.3％

その他

16.2％

無回答

1.9％

全体(n=105) 

「利用したことがない」が約４割、
「利用したことがある」が６割を占
める。

保有・運転している

16.7%

保有・運転していない

16.0%

免許取得した

ことがない

25.7%

返納した

41.0%

無回答

0.7%

[n=144]
全体（n=144）



週３回

1.4％

週１～２回

13.1％

月に数回

36.6％

数回利用したのみ

34.5％

その他

13.1％

無回答

1.4％

全体(n=145) 

(2)主な調査結果
5.アンケート調査結果 25

○チョイソコに関する意見 ②会員アンケート
＜外出頻度の変化＞
｢チョイソコふくおか」を利用したことがあると回答された方のうち、外出頻度が増えた方
が、「増えた」（11.7％）、「少し増えた」（25.5％）と、約４割を占めている。

＜チョイソコの主な利用目的＞
｢チョイソコふくおか」を利用したことがあると回答された方の利用目的としては、
「通院」が約６割と最も多く、次いで「日常の買い物」（約４割）が多い。

＜チョイソコの利用頻度＞
｢チョイソコふくおか」を利用したことがあると回答された方の利用頻度は、 「月に数回」
が約４割、 「数回利用したのみ」が約３割、 「週に１～２回」が約1割を占める。

年代別では、全年代「増えた」「少し増えた」が３割以上。※20歳未満除く

40.7

58.6

14.5

13.1

19.3

19.3

3.4

7.6

-

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

日常の買い物

通院（病院や介護施設等）

地域の集まり…

役所や郵便局、銀行

駅やバス停までの移動

余暇活動（習い事や趣味など）

通勤・通学

その他

無回答 全体(n=145)

増えた

11.7％

少し増えた

25.5％

変わらない

44.8％

無回答

17.9％

全体(n=145) 

7.7%

13.0%

12.6%

26.9%

30.4%

24.2%

54%

43%

42%

11.5%

13.0%

21.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～64歳

65～74歳

75歳以上

増えた 少し増えた 変わらない 無回答

20歳未満

[n=26]

[n=23]

[n=95]



62.1

16.5

1.9

13.6

25.2

62.1

12.6

56.3

-

5.8

1.9

-

64.1

16.5

2.9

13.6

28.2

67.0

18.4

57.3

0.0

7.8

0.0

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

徒歩のみ

自転車のみ

原付・バイク

自動車（自ら運転）

自動車（同乗）

バス

鉄道

タクシー

介護タクシー

医療施設等の送迎

その他

無回答

チョイソコ導入以前の交通手段

現在の交通手段

全体（n=103)

-
100.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

チョイソコふくおか

(2)主な調査結果
5.アンケート調査結果

○チョイソコに関する意見 ②会員アンケート

・日常生活（買い物、通院、通勤、地域の集まりなど）の外出にチョイソコを使用している方の、チョイソコ導入前後の交通手段を比較すると、
「鉄道」が5.8％、「バス」が4.9％、 「タクシー」が1.0％の増加となっている。

・半数以上の方が、チョイソコと、バス・タクシーの既存の公共交通を併用している。

＜チョイソコ利用者の交通手段（チョイソコ導入前後）＞
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25.2 35.8 39.0 

64.6 26.9 8.5 

34.7 34.7 30.6 

50.4 32.0 17.6 

75.2 21.7 3.1 

68.8 28.1 3.1 

50.0 28.8 21.2 

55.1 31.8 13.1 

満

足

（計）

普

通

（計）

不

満

（計）

10.6

35.4

10.7

22.4

49.6

40.6

24.2

15.9

14.6

29.2

24.0

28.0

25.6

28.1

25.8

39.3

35.8

26.9

34.7

32.0

21.7

28.1

28.8

31.8

25.2

5.4

19.0

12.8

2.3

0.8

15.9

11.2

13.8

3.1

11.6

4.8

0.8

2.3

5.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行日

運行時間帯

運行範囲

停留所

運賃

車両

予約のとりやすさ

全体

満足 概ね満足 普通 やや不満 不満

(2)主な調査結果
5.アンケート調査結果

○チョイソコに関する意見 ②会員アンケート

・｢チョイソコふくおか」を利用したことがあると回答された方に、｢チョイソコふくおか」の評価について尋ねた。
・「満足」と「概ね満足」を合わせた『満足（計）』の割合は、 「運賃」で7割超、「車両」 、「運行時間帯」 で６割超を占める。また、「全体」では約６割となっている。
・一方、「やや不満」と「不満」を合わせた『不満（計）』の割合は、「運行日」で39.0％と最も高く、次いで、 「運行範囲」 で30.6%。 また、「全体」では13.1％と
なっている。

＜満足度＞

【主な不満の理由】

・用事と運行曜日が合わない

・もう少し遅い時間まで運行して欲しい

・都心に広げてほしい（天神・大濠など）

・年金生活なので200円だとありがたい

・買い物先の停留所が少ない

・利用したい時に利用できないことがある

・坂があり、自宅から遠い

・運行日以外も利用したい

・もう少し人数が乗れる車両にしてほしい
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・AとBどちらも利用したい

など

[n=123]

※無回答を除く

[n=130]

[n=121]

[n=125]

[n=129]

[n=128]

[n=132]

[n=107]











8.参考 32

今後の取組み状況
【これまでの取組み】

項目
①運賃外収
入の確保

・新規スポンサーの獲得
・スポンサープランの見直し
・三者連名の協力依頼文

②利便性の向
上（運行内
容改善）

・停留所の充実（目的地、住宅地）
・予約受付時間拡大（乗車30分前⇒20分前まで）
・乗合い率を高めるシステム設定変更
（①乗降時間短縮 ②運行ゆとり時間拡大）
・駅付近停留所追加（金山駅・梅林駅）

③認知度の向
上

・住民説明会の開催
・チラシの全戸配布
・市政だより、ホームページ等での広報
・自治協・公民館だより、地域広報誌への掲載等
・地域の会合等への呼びかけ
・広報パネル等による周知
・のぼり旗の製作・設置による周知（公民館） 等

④利用促進 ・イベント（試走式、スポンサーと連携したイベント）
・会員登録者へのチョイソコ通信発行
・乗車無料券発行（運行開始当初）
・地域連携の割引乗車券発行（はなみずき通り商店会）
・チョイソコ使い方ガイドの作成
・混雑時間帯のお知らせ
・WEB予約の促進（LINEアプリの活用） 等

内容
・新規スポンサーの獲得
・三者連名の協力依頼文

・停留所の充実（目的地、住宅地）
・乗合い率を高めるシステム設定変更の検討
（①乗降時間短縮 ②運行ゆとり時間拡大）

・住民説明会の開催
・チラシの全戸配布
・市政だより、ホームページ等での広報
・自治協・公民館だより、地域広報誌への掲載等
・地域の会合等への呼びかけ
・広報パネル等による周知 等

・会員登録者へのチョイソコ通信発行
・混雑時間帯のお知らせ（WEB等）
・地域連携の割引乗車券発行（はなみずき通り商店会）
・WEB予約の促進（LINEアプリの活用）R6.11.15～
・未利用者のきっかけ作り（ポイントカードの導入）R7.1.31～
・介護者割（付き添いの方）R7.1.31～

（下線は２年目の取組み） 【現行の取組み（今後を含む）】 （太字は取組みを強化）



8.参考 33

今後の取組みに向けて
■ 取組み状況

① WEB予約の促進

・ ポイントカードの発行【利用に応じた特典の実施】 ：ポイントカードを作成し、利用のきっかけづくりを行う
※例：10回利用で１回無料

・ LINE公式アカウント開設【チョイソコ公式アカウント】：LINEアプリを活用し、WEB予約促進や利用促進を図る
※ＷＥＢサイトにリンク、会員登録・乗車申込をLINEで完結

○ 引き続き、地域等と共働で認知度や利用促進、運賃外収入の確保などに取り組みつつ、更なる利用の定着を図るため、
WEB予約の促進や未利用者の利用のきっかけづくりなどを進めていく。

③ 利用のきっかけづくり

④ 誰もが利用しやすい環境づくり
・ 介護者割引の導入【介助者1名の運賃を割引】 ：身体障がい者手帳等をお持ちの方の介護者（付き添い等）１名を割引する

直近の取組み

② 運行システムの設定変更
・ 運行システムの設定変更【乗降や運行ゆとり時間の調整】 ：運行システムを調整し、予約や乗り合い運行の向上を図る

R6.11.15
導入済

R6.11.24
設定変更

R7.1.31
導入済

R7.1.31
導入済



生活交通に関する取組み状況について
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オンデマンド交通社会実験について



１．概要

オンデマンド交通社会実験について 2



オンデマンド交通社会実験について 3
（取組み校区の概要）



エリア③中央区・城南区
区域A 赤坂・草ヶ江・小笹・長尾

校区人口(R6.3末) 56,264人
高齢化率(R6.3末) 22.6%

校区面積 約4.7ｋ㎡
地域の状況 一部地域でバス停等までの距離及び

高低差あり、鉄道・路線バスあり
運行内容 曜日別運行

エリア③中央区・城南区
区域B 片江・金山・七隈

校区人口(R6.3末) 33,284人
高齢化率(R6.3末) 26.2%

校区面積 約5.7ｋ㎡
地域の状況 一部地域でバス停等までの距離及び

高低差あり、鉄道・路線バスあり
運行内容 曜日別運行

オンデマンド交通社会実験について 4
（取組み校区の概要）



エリア①東区
美和台･和白東･三苫校区

エリア②南区
老司･鶴田･弥永西･

弥永･曰佐校区

エリア③中央区・城南区
赤坂･草ヶ江･小笹･

長尾･片江･金山･七隈校区
運行内容 広域運行 曜日別運行

実施体制

㈱アイシン
（企画･システム構築等)

第一交通産業㈱
（運行マネージメント）

㈱第一交通
（運行、車両管理）

㈱アイシン
（企画･システム構築等）

第一交通産業㈱
（運行マネージメント）

福岡第一交通㈱
（運行、車両管理）

システム名 チョイソコ

運行日 平日（月～金）
(土日祝・年末年始は運休)

平日 及 び土曜日 ※各３曜日
(日祝・年末年始は運休)

運行時間帯 ８：00－18 ：00（ドライバー休憩 1時間含む）

運賃設定 300円/１乗車・人（障がい者・小学生は半額）
※エリア②南区：井尻駅・博多南駅付近は400円/１乗車・人（障がい者・小学生は半額）

使用車両 ユニバーサルデザインタクシー車両（乗客定員４人） １台

運行期間 R4.11.24～運行開始 R5.1.31 ～運行開始 R5.6.28～運行開始

オンデマンド交通社会実験について 5

（運行概要）



【これまでの取組み】
項目 内容

①運賃外収
入の確保

・新規スポンサーの獲得
・スポンサープランの見直し
・三者連名の協力依頼文
・感謝状の発行

②利便性の向
上（運行内
容改善）

・停留所の充実（目的地、住宅地）
・予約受付時間拡大（乗車30分前⇒20分前まで）
・乗合い率を高めるシステム設定変更
（①乗降時間短縮 ②運行ゆとり時間拡大）
・駅付近停留所追加（井尻駅・博多南駅）R6.6.20～

③認知度の向
上

・住民説明会の開催
・チラシの全戸配布
・市政だより、ホームページ等での広報
・自治協・公民館だより、地域広報誌への掲載等
・地域の会合等への呼びかけ
・広報パネル等による周知
・のぼり旗の製作・設置による周知（公民館） 等

④利用促進 ・イベント（試走式、スポンサーと連携したイベント）
・会員登録者へのチョイソコ通信発行
・乗車無料券発行（運行開始当初）
・チョイソコ使い方ガイドの作成
・混雑時間帯のお知らせ
・WEB予約の促進（LINEアプリの活用） 等

内容
・新規スポンサーの獲得
・三者連名の協力依頼文
・感謝状の発行

・停留所の充実（目的地、住宅地）
・乗合い率を高めるシステム設定変更の検討
（①乗降時間短縮 ②運行ゆとり時間拡大）

・住民説明会の開催
・チラシの全戸配布
・市政だより、ホームページ等での広報
・自治協だより、公民館だより、地域広報誌への掲載等
・地域の会合等への呼びかけ
・広報パネル等による周知 等

・イベント（スポンサーと連携したイベント）
・会員登録者へのチョイソコ通信発行
・混雑時間帯のお知らせ（WEB等）
・WEB予約の促進（LINEアプリの活用）R6.11.15～
・未利用者のきっかけ作り（ポイントカードの導入）R7.1.31～
・介護者割（付き添いの方）R7.1.31～

（下線は２年目の取組み） 【現行の取組み（今後を含む）】 （太字は取組みを強化）

オンデマンド交通社会実験について 6
２．取組み状況



オンデマンド交通社会実験について 7
２．取組み状況



和白東２丁目の一部
（迂回）

三苫２丁目の一部
（不便地・迂回）

三苫７丁目の一部
（迂回）

高美台１丁目の一部
（迂回）

生活関連施設(公民館）

美和台２丁目・
和白丘２丁目の一部
（高低差・迂回）

住宅地（生活道路）

友丘５丁目の一部
（迂回）

西片江２丁目の一部
（高低差・迂回）

梅林１丁目の一部
（高低差）

干隈２丁目・
梅林３丁目の一部
（迂回）

住宅地（生活道路）

生活関連施設（公民館）

桜坂３丁目の一部
（坂道）

谷２丁目の一部
（坂道・迂回）

小笹３丁目の一部
（高低差）

長尾２丁目の一部
（迂回）

平和５丁目の一部
（迂回）

小笹５丁目の一部
（高低差）

生活関連施設（公民館）

住宅地（生活道路）

柏原２丁目の一部
（迂回）

日佐３・４丁目の一部
（迂回）

生活関連施設（公民館）

弥永２丁目の一部
（迂回）

老司３～５丁目の一部
（不便地・迂回）

住宅地（生活道路）

 停留所を生活関連施設やバスでの運行が難しい住宅地にも設置するなど、きめ細かな設定が可能（公共交通不便地等が改善）
 スポンサー停留所など、運賃以外の収入として、協賛金の面でも期待できる

停留所数 R7.2末時点

エリア①東区 エリア②南区

エリア③中央区・城南区
区域B

収支割合 R7.2（見込み）

○：公共交通が不便な地域 ●：住宅地等停留所 ●：スポンサー停留所 ●：駅付近停留所

時点 エリア① エリア② エリア③
全体 ｽﾎﾟﾝｻｰ 全体 ｽﾎﾟﾝｻｰ 全体 ｽﾎﾟﾝｻｰ

運行
開始 57 5 54 9 73 9

R7.2末 109 23 108 26 135 20

追加 +52 ＋18 +54 ＋17 +62 ＋11

（万円）

エリア③中央区・城南区
区域A

３．社会実験で見えてきたもの
オンデマンド交通社会実験について 8

※ ３エリア合計
      運行開始：全体184箇所（スポンサー23箇所）

R7.2末 ：全体 352箇所（スポンサー 69箇所）



 利用目的は通院や買い物などが多く、面的な需要を予約に応じで効率的に運行
 運行は、地域の実情に応じた検討が必要だが、複数校区・５ｋ㎡程度（１台）の広さが効果的

（R6 アンケート調査） エリア①東区 エリア②南区

エリア③中央区・城南区
区域B

エリア③中央区・城南区
区域A

利用状況（OD図）利用目的

利用の多い停留所名（R6.12～R7.2）
JR福工大前駅、福岡和白病院、ハローデイ新宮店

利用の多い停留所名（R6.12～R7.2）
望月眼科、那珂川病院、福岡徳洲会病院

※ 運行区域面積：運行する区域の面積（町丁目等で設定）
運行面積 ：運行区域のうち、停留所端部を結んだ概ねの運行面積

利用の多い停留所名（R6.12～R7.2）
地下鉄金山駅東、イオンスタイル笹丘、佐田整形外科病院

利用の多い停留所名（R6.12～R7.2）
イオンスタイル笹丘、中央市民センター、笹の台団地11棟前

運行区域面積 約8.6k㎡

運行面積 約5.8k㎡

（交通事業者の意見）
○エリア①東区

利用が増え、時間帯によっては予約が取りづらい場合もあるが、
車両１台で現在の運行範囲は妥当ではないかと考えている

○エリア②南区
現在のエリア設定・範囲は妥当ではないかと考えている

○エリア③中央区・城南区
区域A・Bの現在の運行範囲は妥当と考えている

３．社会実験で見えてきたもの

運行区域面積 約6.9k㎡

運行面積 約5.8k㎡

運行区域面積 約6.5k㎡

運行面積 約4.9k㎡

運行区域面積 約6.3k㎡

運行面積 約4.1k㎡

オンデマンド交通社会実験について 9





【概 要】 R6.４月の1か月間限定で、
「車両の大型化」と「土曜日運行」を試行運転

【運行日】 平日21日間、土曜日4日間（計25日間）

【車 両】 ジャンボタクシー車両（乗客定員９名）
※通常時、UDタクシー車両（乗客定員４名）

 車両大型化により、５人以上の乗り合いが４回（1％未満）
 乗合率は、1.52に微増（前月1.50）
 土曜日の平均利用者は25人/日で、平日の約７割
 運行経費（土曜コールセンター等の人件費等）は増加、

収支率は19％に減少（前月約28％）

 車両大型化による５人以上の乗り合いは４回（1％未満）、土曜の利用は平日の約７割であり、需要などを踏まえ検討していく必要がある

＜運行車両＞

（１） 車両大型化・土曜運行について（エリア①東区）

（２） 曜日別運行について（エリア③中央区・城南区）

広域運行（平日のみ） 曜日別運行（月～土）

エリア① エリア② エリア③

区域Ａ 区域Ｂ

運行面積 5.8 5.8 10.0 4.9 4.1

運行面積（k㎡） 利用状況（人/日）R7.2末
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曜日別運行
10k㎡程度

（地域の意見）
〇徐々に利用者が増えており、曜日別運行が

浸透してきているのではないかと思う。
〇利用者がさらに増えてきたら、改めて平日

運行（毎日）にできないか検討してほしい。
毎日運行していると気持ちの部分で
いつでも利用できるという安心感がある。

（交通事業者の意見）
〇曜日別運行は地域や利用状況に応じて

運行日の検討が必要だと思う。
〇車両１台でエリア①②の２倍の面積を

運行できているので、効率的な運行につながる
     のではないかと思う。

３．社会実験で見えてきたもの
オンデマンド交通社会実験について 11

 平日（全日）に比べ、車両１台でより広いエリアを運行できるなど、需要や目的地の広がりなども踏まえ検討していく必要がある



 持続可能な生活交通とするには、地域や交通事業者、市が役割分担のもと、それぞれが主体性を持ちながら共働して取り組むことが重要
 停留所などの運行計画や認知度向上や利用促進などには、地域の協力が不可欠

３．社会実験で見えてきたもの
オンデマンド交通社会実験について 12



○ オンデマンド交通社会実験においては、停留所を生活関連施設やバス運行が難しい
住宅地にも設置し、利用目的も通院や買い物が多いなど、高齢者を中心に日常的な
交通手段の一つとなるとともに、公共交通不便地等も改善

○ 面的な需要を効率的に運行し、複数校区・5k㎡程度（１台）の広さが効果的
であることを確認

○ 利用者や収支率などは徐々に増加するものの、一定の期間を要し、
持続可能な生活交通とするには、地域や交通事業者、市が役割分担のもと、
それぞれが主体性を持って、共働して取り組むことで収支率２割程度を確保

＜社会実験の成果など＞

３．社会実験で見えてきたもの

オンデマンド交通社会実験について 13



公共交通不便地等への支援強化について

14



○ 高齢化の進展、生活圏の移動ニーズの高まりなど、郊外部をはじめ公共交通が不便な地域における生活交通の
    確保が重要となっており、社会実験での成果等も踏まえ、令和７年度上半期に公共交通不便地等における

取組みへの支援を拡充（不便地対策）、生活交通確保に取り組む地域募集など、取組みを強化

①支援の対象地域
○ 公共交通不便地等（公共交通不便地、公共交通不便地に準ずる地域 等）を含む地域

不便地対策

②支援の内容
○ 公共交通不便地等を含む地域において、地域の取組みに対する検討経費や、交通事業者が

実施する実証運行への補助を拡充するとともに、本格運行への補助を新たに導入する
・ 社会実験の実績等を踏まえ、目標収支率を２割（運行経費の８割を補助）に設定する

※実証運行１～２年目は、目標収支率の緩和措置を適用可能（１年目10％、２年目15％））
・ 本格運行移行後も、収支率の向上が図られるよう、インセンティブ制度を導入
・ オンデマンド交通に限らず、地域の実情に応じた持続可能な生活交通を確保

15

〈支援の概要〉

公共交通不便地等への支援強化について



〈参考：インセンティブ制度（イメージ）〉

16公共交通不便地等への支援強化について

※1 オンデマンド交通
一定の運行区域で予約
のある都度運行するもの

例：路線バス
（ミニバス）

例：デマンド交通

対応

沿いに点在する
需要に対応

（※2）

（※2）

（※1）

※2 デマンド交通
路線や一定の運行区域で時刻を
定め予約に応じて運行するもの

〈参考：取組みのイメージ〉



〈参考：不便地対策の支援の流れ〉

17公共交通不便地等への支援強化について



＜参考：公共交通空白地等の分布図＞

18公共交通不便地等への支援強化について



社会実験の今後の方向性

19



○ 社会実験については、これまで地域や交通事業者と共働して様々な取組みを進めており、利用促進を
目的とした新たな取組みとして、LINEアプリの活用（R6.11～）やポイントカードを導入（R7.1～）ところであり、
引き続き、利用状況なども確認していく必要があると考えている。

○ また、令和７年度に公共交通不便地等における補助制度を拡充するなど、取組みを強化することとしており、
地域等からも運行継続の要望もある中、持続可能な生活交通確保の仕組みづくりに向け、
より一層取組みを進めるとともに、地域からの応募によるが、新制度への円滑な移行も見据え、
社会実験（エリア①②③）を令和７年度末まで延長する方向で関係者と調整を図りたい。

20社会実験の今後の方向性

R7 R８～

社会実験

生活交通
の取組み

補
助
要
綱
改
正

地域募集 検討・実施

※社会実験地区は応募があれば新制度へ移行

エリア③中央区・城南区
～R7.6.27まで

エリア①東区
～R7.11.23まで

LINE・ポイントカードなどの取組み

エリア②南区
～R8.1.30まで

各エリア 令和７年度末まで運行期間を延長


	資料
	スライド番号 1

	資料４（容量圧縮版）
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34

	資料５（容量圧縮版）
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21

	資料４
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34

	2.pdf
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21

	資料５
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21




